特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　９月　１日　３７１号
防賀川ワークショップ　２７日午後9時から　　４５人の参加で楽しく川調べ
会場設営や水質調査の事前汲取り等当日早朝（実は午前7時）から準備を開始、特に田中元洋（家族総出6人）さんと山田信人さんが大奮闘して戴きました。スタッフの皆さんは前夜の第二回理事会で遅くなり、田中さんは勤務で遅くなられていたにも関わらず、若さと責任感で頑張っていただきました。里山の会のスタッフも遅れてなるものかと8時30分には勢揃い、何とか開始時刻には準備が整いました。心配していた参加者も続々到着され予想をはるかに超える45人も来られて椅子や机が不足するほどになりました。定刻に深田理事長の挨拶、田中さんのワークショップの目的や進め方など丁寧な解説がスライドで行われました。そして自己紹介スピーチ、班分けを魚班と植物班に分れ、蝶の調査も行い、30分経過した後半には魚班と植物班の入れ替えをして全員が川調べをしました。1時間の屋外調査ののち会場に戻って、山田さんの指導で水質調査・パックテストを実施、全員が真剣に挑戦を行い各班の判定数値をもとに平均数値で汚れの判定数値を出し、リーダーの山田さんの解説があり、水の汚れはきれいとは言えない、アンモニア数値ではそこそこだという評価でした。皆さんは、短い時間にこれだけ盛りだくさんの調査を手際よく実施できるスタッフが素晴らしい、次回にも出席する。暑い夏なので、呼び掛けが無ければ家にじっとしていたはず、参加して本当に良かった。良い機会を与えていただいてうれしいなどと言った声がありました。田中さんは早速火曜日の夜にワークショップ便り1号を編集戴きました。添付します。
第１５回里山講演会　２８日（日）午後1時30分から　　５５人の参加　誰一人としてい眠ることなく　２時間余の勉強すすむ

開会挨拶の後初参加者が多いと判断して里山の会の活動をスライドで行いNPO法人の歩みの一端を紹介しました。市川先生の講演はこれで４８回目になる、私は勤務をしている現職です。3月11日以来講演依頼が殺到して大変な日程となっています。しかし、福島原発事故についてはもちろん、放射能について日本人は安全神話のもと、学校でも学習する機会がほとんどなく正しい知識を持ち合わせていません。本日の私の講演をきっかけにして、もっともっと多くの方々に正しい知識を学んでいただきたい。署名運動なども非常に大事ですが、何よりも正しく理解して、正しく怖がり、正しく対処しようと最初に強く呼び掛けられました。講演内容は会誌31号で紹介しますが、当日資料として提供戴きました冊子が里山の会事務所に若干ございます。必要な方は代金100円ですのでお越しください。一読いただく価値は十分あります。
第２回理事会26日（金）5時から　　１４人の出席で振り返り　と後半の課題を確認
NPO設立記念日１２月１０日に２５０人会員に到達しよう

委任状提出者2名を含み93%の出席で議論されました。前半の振り返りでは、会員222人に到達（実質過去最高の会員数）、イベント総参加者は2032人、会誌30号は213ページに、京都府地域力再生プロジェクト事業交付金298万円（6事業）の確定、等が成果として報告され、後半の課題としては12月10日には250人会員実現を何としてもやり遂げようと確認し合いました。議論では会計報告における前年度同月との比較説明資料の活用を希望する。また資金準備のための民家の草刈りや堆肥化事業などの議論が必要だろう。現在会員数が担当部署で誤差があるようです、正確な管理がされるよう対処戴きたいといった意見がありました。深田理事長からは防賀川での植樹事業で管理者における境界線確定に対する問題点の指摘が報告されました。
この間（７月２４日～８月２８日まで）の11のイベントを実施、６００人以上の参加者が出席　　驚異的な実績を納める

親子魚とりから京の七夕と商店街の夜店への協力、ツバメのねぐら入り、ワークショップ、第15回里山講演会と続く11回のイベントに多くの参加者が来ていただきました。これだけラッシュアワーのように連続した取組でしたが、いずれも前年以上の素晴らしい内容でした。私たち里山の会の底力がしっかりと築かれてきているからだと思われます。これから文化の秋スポーツの秋、更に紅葉を迎え実りの秋に移っていきます。屋内屋外でのイベントが楽しい季節を迎えます。「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」のスローガン実現のためにさらなるご協力下さるようお願いします。
31日の事務局会議から　京田辺市民文化祭１１月５・６日の出展について、木津川部会や絵画部会等各サークルから年間活動の紹介を８mのブースで発表すること、模擬店は昨年同様、柿や味噌の販売と新しく綿菓子販売を決定しました
緊急連絡　　　　トコトン猪対策大作戦　参加者大募集　　
     ６日　８時３０分 里山の会事務所　集合

休耕田の復旧を行ってきましたが、アライグマや猪等の獣害が頻発しています。早急に対応をしなければなりませんので、突然ですが大量動員による緊急対策を集中して実行します。　ご協力をお願いします。内容は、畦の草刈り　里山道の修復（コア板の設置　土砂の投込み　路面の整地　路面の付き固め）　猪防御策の設置と補強　　耕運機試運転　　完成祝賀
木津川花散策参加者募集　10日 午前9時30分　JR棚倉駅前集合～湧出の宮～蟹満寺～12時過ぎ近鉄三山木駅・解散

秋野菜を栽培する農業塾への参加者募集　　　　募集人数・１０組（各一畝分担当）　　無料　　多数の場合抽選
ダイコン　チンゲンサイ　シュンギク　コマツナ　ニンジン　インゲン　ホウレンソウ　カブ　ミズナ　ワケギ　ハクサイ　ネギ　タマネギなど　参加者各位の希望をもとにした作付けを検討します。　場所　京田辺市普賢寺水取
参加費：実費負担（種　肥料　一部支給有り）用具は里山の会で　草刈り機　クワ　鎌　耕運機など用意
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

